
168 東北農業研究　第8　号

機械化に伴う県北畑輪作の改善と問題点

第1報　新体系の収量と作李に関する問題

土井健治郎・古沢　典夫・村上菅太郎
（岩手県農試）

多　田　　　豊・藤　村　　　忠
（岩手県改良課）

1ま　え　が　き

麦・大豆で代表される普通作物は，たばこ，ビート

ホップなど特用作物，アスパラガスその他流菜類，りん

ごなど果樹，さらに飼料作物などに換り減少の一途をた

どっている。また畑地が開田により減少する事も見過せ

ず，普通作では陸稲だけが増加を示しているに過ぎな

い。

しかし，商品作物が反面多くの労働投下を我要するの

で，土地，労働の補完の意味で，これら普通作の面掛は
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まだ多く，今後ともかなりの面鰍こ作付されるであろ

う。そして，ひえの作付が約・9，00帥丘と見込れるので，

ひえ・一小麦一大豆の輪作が行なわれている畑面掛は少く

とも15，000血コ以上と推定されるのである。

前述のとおり，この輪作体系は減少しつつあるが，新

しい商品作物の導入にともなう新輪作体系は確立され

ず，現状は混迷の過渡期にあると云う事が出来よう。

普通畑作物の進むべき途は省力多収にあり，この意味

で麦煩のドリル栽培，大豆の密植栽培など機械化の研究

はかなりの成果をあげつつある。しかし，畑作には輪作
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第2表　昭和う8年度畑作生産改善特別指導地第一作日大豆成績一覧表
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体系は常に念頭に置かれるべきであり，個々の作物がい

かに多収省力にならうとも輪作を一変させる形では農家

に普及しにくいのは当然であろう。

以上の実状にかんがみ38年より県下30ヶ所に「畑作生

産改善特別指導地」を設置し，機械化密植栽培と級械化

にともなって想定される輪作体系の試験展示を行なっ

た。その結果は派生する多くの問題が摘出され，必ずし

も成果をあげたとはいい待ないが，一応収量と作李につ

いて報告し各位の叱正を仰ぎたい。

2　導入輪作体系について

岩手県における大豆の76％に当る15，000加は麦間作で

あり，麦一大豆は最′」、結合単位として認めざるを得な

い。しかし，間作である事は機械化を阻害する要因であ

るので，極早生大豆一小麦の順序に逆にし，小麦跡に地

域と経営の実状に応じた適作物を作付けることにした。
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要するにひえー麦一大豆の実際に多い作付体系の改善

という具体的な目標によったもので，このことについて

も論議は多いところであろうが最も普遍的な短期輪作と

しては，他に代るべき型が無いことも確かであろう。

第1図に示すように，′卜麦－－間作大豆の結合は大豆－

′」、麦となり何れも単作と変る。そして，地域と経営の実
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第1園　短期輪作の基本型と改善型
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第3蓑　第2作の成績（生育収量，耕種梗概，労力，経費）
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3　考　　　　　察

1，大豆収量について

7月上中旬は日照少く低温であり，8月中下旬も寡照

で作況は良くなかった。蒼天少くかつ多粒葵歩合少く，

粒の肥大も良くなかった。しかし．指導地30ヶ所の平均

は241．2軸で，普近の147毎に蚊べ164％の指数となっ

た。線虫，極端な痩地，山間の削慣不足なところ，さら

に密度不足を除くと約300毎の多収があがったこととな

り，概ね所期の目的は達したと思われる。

2，′ト麦収量について

やや晩播となり，穐数は110～400本で一般に不足で

ある。黄海では718本で700的以上の多収となってお

り，かつ穂数と収量がプラスの相関を示している。
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155％の多収となり，収量画では一応想定された効果が

認められた。

3，大豆と小麦収量の関係について

第2図に示したように，r＝0．453で大豆と′J、友の収

量には相関が認められた。これは地九技術の意味を示

すとともに，従来のように小麦の倒伏などにより大豆が

悪影響を受ける事が無い事を示している。この点は麦間

作大豆と著しい差異である。

4，作李について

大豆収穫と小麦播種により9月太から10月初句に労絢

のピークが形成される。りんごや水稲とかち合うので労

働配分上大きな問題となり，かつ′上表が晩楢になりがち

である。このため，より早熟な大豆品種の導入が一つの

活路となる0しかし第3図に示されるように，20度C揃

後の気温において成熟する極早生種は紫斑病の多発を見

ることが多く・多少の品種間差は認められるが，薬剤散

布が必要となってくる。
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第2固　大豆対小麦収入相関図
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5，その他の問題点

地力の問題・労働装備の問題・関連して傾斜地の多い

こと・線虫など障害等・々根本的な問題が多く，また経営

形態により例えは果樹作農家では改善型の導入は抵抗が

多いなど必ずしも輪作体系としては好評とはいえなかっ
た。
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しかし，労力も減少し，刈取りに当り間作大豆を考慮

しなくても良い利点もあり∴密植栽培そのものの普及に

ついての見通しは明るい。

以上作季収量を中心として考察を加えたが，主穀生産

地帯に限定し個所数も10に減らして濃密な指導調査を行

ない，労力配分など経営的な解析を行なっていきたい。

除草剤による山林苗畑雑草防除試験

佐　藤　惣　治・古　河　　健

（福島県農試会津支場）

1ま　え　が　き

福島県における造林用の苗畑面掛は約330J叫そのう

ち苗木販売農家の面執ま127加である。地域性を見ると

中通り南部が最も多く，次いで浜通り，会津の順となっ

ている0また樹種別では杉が一番多く全林の約50％をし

め・松・落葉松等の順となっている。

会津地方（特に会津坂下町若宮地区）は杉・赤松・落

葉松等を主体として栽培面帯も多く約30九α位であり，一

戸当り50～80α位で経営的にも10α当りの粗収入は糾0


